
地区防災計画の作成について

令和６年度自主防災組織リーダー研修会
NPOセーフティネットぼうさい
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資料３
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生死を分けるタイムリミットは
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みんなで 「地区防災計画」 を作ろう！

「十日町市地域防災計画」と「地区防災計画」の関係
「十日町市地域防災計画」は市全体の防災計画であり、「地区防
災計画」はその地区に合った実践的防災計画である。
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十日町市の現況

•地区防災計画を作成し市に報告済み（３地区）

下条地区自主防災連絡協議会

飛渡地区自主防災会

中条新田自主防災会

・ 防災ワークショップを実施作成中

7地区（１２組織）



計画の基本的考え方

１ 地域コミュニティ主体のボトムアップ型の計画

・地区の特性をよく知っている皆様が、地区の実情
に即した密着型計画を作成する。

・防災ワークショップを開催し広く意見を拾い上げ
作成する。（十日町市はこの方法を採用している）



２ 地区の特性に応じた計画

・地区防災計画の単位は、自主防災会、学校区、
地区振興会など自由であるが、災害対応の実態
に即した区域割を考える。

例

・地区振興会単位 ２０防災会（２４町内集落）

・防災会単位 １防災会 （１４集落）

・防災会単位 １防災会 （１町内）



３ 継続的に地域防災力を向上させる計画

（持続可能な計画）

・災害の教訓、訓練などを通じ、計画の評価や見
直しを行い、持続可能な計画にする。

例

・集中豪雨に見舞われ、防災会と民生・児童委員
の連携が重要と毎年合同会議を開催している。

・訓練を通じ安否確認、基幹施設（公民館）への報
告体制が充実した。

・防災計画を全戸配布し災害対応の備えができる。
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STEP-0～STEP-5要約

• STEP-0 事前準備 （自主防災組織あり）

• STEP-1 工程確認 （防災ワークショップ）

• STEP-2 策定前検証（防災ワークショップで実施）

• STEP-3 計画策定 （NPO指導）

• STEP-4 「地域防災計画」へ（防災会議に提案）

• STEP-5 計画の見直し（教訓、訓練実施等により

持続可能な計画に改定）



12



13



14



15


